
熊
本
県
日
中
協
会
平
成
二
十

六
年
度
総
会
が
七
月
九
日
（
水
）
、

熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
二
階

で
開
か
れ
ま
し
た
。

田
川
憲
生
副
会
長
の
開
会
の

辞
、
米
満
弘
之
会
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
来
賓
の
小
野
泰
輔

熊
本
県
副
知
事
、
中
華
人
民
共

和
国
駐
福
岡
総
領
事
館
の
張
馳

領
事
の
祝
辞
の
後
、
小
山
和
作

理
事
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
・

決
算
・
監
査
報
告
、
平
成
二
十

六
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
・

役
員
選
任
案
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
、
小
野
友
道
常
任
理
事

の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
張
晶
氏

（
九
州
・
日
中
民
間
文
化
交
流

協
会
会
長
）
が
「
日
中
民
間
交

流
の
現
状
と
問
題
」
と
題
し
て

講
演
。
上
海
出
身
で
福
岡
在
住
、

長
年
に
わ
た
り
民
間
の
文
化
交

流
活
動
を
行
っ
て
き
た
同
氏
の

経
験
に
基
づ
く
話
に
、
参
加
者

は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
（
詳
細
は
二
面
）

講
演
の
後
は
、
会
場
を
隣
の

部
屋
に
移
し
て
、
懇
親
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

柏
木
明
特
別
顧
問
（
前
会
長
）

の
開
会
の
挨
拶
の
後
、
当
協
会

の
第
二
代
会
長
で
あ
る
沢
田
一

精
顧
問
の
乾
杯
の
音
頭
で
昼
食

交
流
会
が
ス
タ
ー
ト
。

新
入
会
員
の
株
式
会
社
ユ
ウ

シ
ス
テ
ム
代
表
取
締
役
社
長
の

入
江
英
也
氏
、
社
会
福
祉
法
人

熊
本
菊
寿
会
施
設
長
の
西
岡
和

彦
氏
を
は
じ
め
、
参
加
者
が
次
々

と
壇
上
に
上
が
り
ス
ピ
ー
チ
す

る
な
ど
、
和
気
藹
々
と
し
た
相

互
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
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熊
本
県
日
中
協
会
は

今
年
も
グ
ル
メ
部
門
に

参
加
し
て
、
中
国
の
伝

統
的
な
お
菓
子
の
麻
花

（
マ
ー
フ
ァ
）
な
ど
を

手
作
り
販
売
し
ま
す
。

皆
様
ど
う
ぞ
会
場
へ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◎
日
中
交
流
の
推
進
事
業

◎
会
報
の
発
行

◎
協
会
運
営
の
活
動
強
化

◎
第
33
回
・
熊
本
春
節
祝

賀
会

◎
交
流
会
等
の
実
施

◎
県
中
国
残
留
孤
児
等
対

策
協
議
会
へ
の
協
力

入江英也氏

乾
杯
の
音
頭
を
と
る

沢
田
一
精
顧
問

６０名が参加して開催された
県日中協会平成２６年度総会

西岡和彦氏

懇親会開会の挨拶を
する柏木明特別顧問

「しっかりと民間交流
を続けていきたい」
と、米満弘之会長

李天然中国駐福岡総
領事の祝辞を代読す
る張馳領事



熊
本
・
上
海
子
ど
も
将
棋
交

流
大
会
が
、
七
月
二
十
四
日

（
木
）
、
熊
本
市
国
際
交
流
会

館
六
階
ホ
ー
ル
で
、
主
催
‐
熊

本
県
日
中
協
会
、
共
催
‐
上
海

許
建
東
将
棋
倶
楽
部
・
日
本
将

棋
連
盟
熊
本
支
部
連
合
会
・
熊

本
県
・
熊
本
市
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
熊
本
県
・
熊

本
市
・
熊
本
大
学
が
合
同
で
設

置
し
て
い
る
熊
本
上
海
事
務
所

に
上
海
許
建
東
将
棋
倶
楽
部
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
と
し
て
実
現
。

日
本
在
住
時
代
に
日
本
将
棋

の
ア
マ
五
段
を
取
得
し
た
許
建

東
氏
の
も
と
で
日
本
将
棋
を
学

ん
で
い
る
上
海
の
子
ど
も
達
ら

二
十
三
名
が
来
熊
し
て
、
熊
本

の
子
ど
も
達
と
言
葉
が
通
じ
な

く
て
も
行
え
る
「
日
本
将
棋
」

で
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

熊
本
県
営
業
部
長
の
「
く
ま

モ
ン
」
も
来
日
団
歓
迎
の
た
め

会
場
に
駆
け
付
け
、
会
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
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「
日
中
交
流
の
現
状
と
問

題
」
に
つ
い
て
、
県
日
中
協

会
総
会
後
、
張
晶
氏
が
講
演
。

要
旨
は
次
の
通
り
。

来
日
二
十
四
年
、
特
に
福

岡
と
熊
本
に
は
親
近
感
を
持
っ

て
い
ま
す
。
今
、
中
日
の
関

係
は
確
か
に
悪
い
。
で
も
半

日
の
人
は
日
本
に
来
な
い
。

だ
か
ら
日
本
が
解
ら
な
い
。

官
が
動
か
な
く
て
も
、
民

間
が
動
け
ば
良
い
。
な
か
で

も
自
然
を
紹
介
す
れ
ば
、
民

の
心
は
落
ち
着
き
ま
す
。
雄

大
な
阿
蘇
山
だ
っ
た
り
、
王

昭
君
の
絵
（
中
国
と
）
で
結

ば
れ
た
熊
本
城
・
・
・
。

日
中
は
同
じ
漢
字
の
国
で

あ
り
、
食
文
化
も
共
通
し
て

い
ま
す
。
王
毅
外
務
大
臣

（
元
駐
日
大
使
）
は
立
場
的

に
言
葉
は
き
つ
い
が
親
日
派

で
す
。
日
中
交
流
は
足
を
止

め
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

張 晶 氏

真
剣
な
表
情
で
将
棋
を

指
す
日
中
の
子
ど
も
達

くまモンも将棋に飛び入り参加。
上海の子ども達も大喜びでした

歓迎の挨拶をする
佐藤征紀運営委員長

上海許建東将棋倶楽
部代表の許建東氏

日中の子ども達のプレゼント
交換。少し照れくさそうです

上海から参加の子ども達全員に賞状が贈られました



上
海
許
建
東
将
棋
倶
楽
部
の

皆
さ
ん
は
七
月
二
十
三
日
に
来

熊
、
将
棋
大
会
の
他
、
県
内
各

地
を
観
光
し
ま
し
た
。

「
日
本
は
と
て
も
美
し
く
、

日
本
人
は
大
変
親
切
だ
。
日
本

に
対
す
る
認
識
が
大
い
に
変
わ
っ

た
。
来
て
よ
か
っ
た
」
と
嬉
し

い
言
葉
を
残
し
て
、
二
十
九
日

に
帰
国
の
途
に
着
き
ま
し
た
。
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日中の国旗の前で歓迎の挨拶
をする米満弘之会長

会
員
の
西
田
田
鶴
子
さ
ん

（
右
）
が
、
参
加
者
に
お

抹
茶
を
振
る
舞
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た

上海将棋倶楽部の許建東氏
と記念品の交換

熊本機能病院地域交流館の「宴の家」で、上海許
建東将棋倶楽部の歓迎交流会が開催されました

上
海
の
子
ど
も
達
も
、
お

点
前
に
挑
戦
。
茶
道
コ
ー

ナ
ー
は
大
人
気
で
し
た

水前寺公園で記念写真

お
料
理
は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
。
御
馳
走

が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
ま
し
た

荒尾市の宮崎兄弟生家の見学。
この日はグリーンランドや天水の
草枕温泉にも行きました

お天気にも恵まれ、美しい熊本城
に感激

芦
北
で
は
、
海
水
浴
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
。
県
国
際
課
や
会
員
ら

ス
タ
ッ
フ
も
お
手
伝
い

磯田淳県国際課長の音頭で乾杯

口腔ケアはとても大切です
入院患者さんの口腔内を清潔に保つことは、病気そのものの改善

に繫がります。熊本県歯科医師会は、様々な医科歯科医療連携事業

を推進しています。

一般社団法人熊本県歯科医師会
〒860-0863 熊本県熊本市中央区坪井2丁目4番15号

TEL 096-343-8020／FAX 096-343-0623

歯科医師会会員は、日頃より

自己研鑽に努めています。

安心･安全歯科医療推進制度



五
月
十
九
日
か
ら
四
泊
五
日

の
日
程
で
、
熊
本
市
の
友
好
都

市
で
あ
る
桂
林
市
か
ら
、
医
療
・

保
健
・
福
祉
関
係
者
ら
八
名
の

桂
林
市
医
学
会
訪
問
団
が
、
視

察
の
た
め
熊
本
を
訪
れ
ま
し
た
。

一
行
は
、
熊
本
市
長
を
表
敬

訪
問
後
、
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
で
開
催
さ
れ
た
県
日
中
協

会
の
主
催
の
歓
迎
交
流
会
に
出

席
、
会
員
や
熊
本
市
関
係
者
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

来
熊
二
日
目
か
ら
は
、
日
本

赤
十
字
社
熊
本
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
、
熊
本
保
健
科
学
大
学
、

熊
本
機
能
病
院
を
視
察
、
ま
た

熊
本
市
民
病
院
事
業
管
理
者
の

高
田
明
氏
や
熊
本
市
健
康
福
祉

子
ど
も
局
総
括
審
議
員
兼
次
長

の
中
熊
秀
光
氏
、
当
協
会
会
長

の
米
満
弘
之
熊
本
機
能
病
院
会

長
を
講
師
に
、
公
営
病
院
の
運

営
や
高
齢
化
社
会
の
保
険
・
医

療
・
介
護
・
福
祉
に
つ
い
て
の

勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
天
寿
園
や
社
会
医
療

法
人
社
団
高
野
会
を
視
察
、
阿

蘇
火
口
を
見
学
し
た
後
、
苓
北

町
に
移
動
。

四
日
目
、
苓
北
で
天
草
慈
恵

病
院
の
関
連
施
設
を
視
察
す
る

な
ど
、
精
力
的
に
日
本
の
医
療
・

保
健
・
福
祉
を
学
び
ま
し
た
。

大
変
勉
強
熱
心
な
視
察
団
に
、

受
け
入
れ
側
も
大
感
激
。
こ
れ

か
ら
も
相
互
の
医
療
交
流
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
て
、
二

十
九
日
、
福
岡
空
港
か
ら
帰
国

す
る
訪
問
団
を
お
見
送
り
し
ま

し
た
。
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中
国
語
に
は
深
み
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
「
来
」
。
日

本
語
と
同
じ
「
来
る
」
と
い

う
意
味
が
代
表
的
で
、
ほ
か

に
、
物
売
り
の
呼
び
声
に
用

い
た
り
、
回
想
の
気
持
ち
を

表
し
た
り
・
・
・
。

「
好
」
も
「
好
む
」
の
ほ

か
に
「
良
い
」
「
親
密
で
あ

る
」
や
、
動
作
の
完
成
を
表

現
す
る
「
～
し
終
わ
る
」
と

い
う
よ
う
に
、
多
様
性
に
富

ん
で
い
ま
す
。

言
葉
の
文
化
が
日
本
に
伝

わ
っ
た
の
は
中
国
か
ら
。
日

本
に
は
幸
い
、
平
が
な
で
表

現
を
補
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
中
国
で
は
漢
字
を
巧
み

に
使
い
分
け
な
が
ら
見
事
に

感
情
を
伝
え
て
い
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
漢
字
文
化
の

国
、
中
国
と
こ
れ
か
ら
も
友

好
を
深
め
る
た
め
に
は
、
豊

か
な
心
と
絆
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記

熊本市長（前列左）を表敬訪問した訪問団一行。
前列中央が訪問団代表の鄧暁強桂林市衛生局長

総
勢
五
十
名
で
開
催
さ

れ
た
歓
迎
交
流
会
で
挨

拶
を
す
る
鄧
暁
強
氏

熊本保健科学大学の小野友道
学長（右）と鄧暁強氏

高野病院前で、高野正博会長
(中央）の歓迎を受ける一行

メモをとりながら、熱心に学ぶ訪問団
の皆さん

日赤健康管理センターの小山和作
名誉所長の説明を聞く参加者ら

苓北町のはまゆう療育園訓練室
を視察。次々に質問も


